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　皆さん、こんばんは。順天堂大学の安藤です。よろしくお願いします。それでは第2部を始めさせ

ていただきます。

　まず初めに基調講演として、東京都赤十字血液センター所長、牧野茂義先生から、「血漿分画製

剤の使用状況と課題～原料血漿確保と国内自給について～」という演題名でご講演をいただきた

いと思っております。先ほど、血漿分画製剤の需要の増加、あとは原料の不足というようなことが

出ましたので、国内だけではなくて、世界の動向も含めてお話しいただけると伺っております。そ

れでは牧野先生、よろしくお願いします。

　安藤先生、ご紹介ありがとうございます。

東京都赤十字血液センターの牧野でござい

ます。今回、私に与えられました基調講演の

タイトルは、「血漿分画製剤の使用状況と課

題」ということです。最近、非常に増加して

おります原料血漿確保と、それから国内自

給という問題について話を進めたいと思い

ます。

血漿分画製剤の使用状況と課題
～原料血漿確保と国内自給について～

基調講演

東京都赤十字血液センター 牧 野 茂 義

（座長：安藤先生）
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　COIはございません。

　今日のメニューですけれども、前半では

血漿分画製剤の生成と国内自給についてお

話しし、後半では各血漿分画製剤の使用状

況と今後の課題という内容で進めたいと思

います。

　皆さんご存じのように、1964年に献血制

度が始まって以来、献血者が非常に増えて、

1984年の段階では約870万人の方に献血し

ていただきました。最初は200mLの献血だけ

だったのですが、1985年から400mL献血と成

分献血で必要な献血を賄ってきたというこ

とです。この折れ線グラフは必要な献血量

を示しておりますが、最近、この献血量が増

加して、それに合わせて多くの方に献血し

ていただいて、今現在、約500万人を超える

方に献血していただいています。
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　いただいた献血による採血量を見てみま

すと、一番下が輸血用血液製剤ですが、2012

年から13年ぐらいがピークでありまして、

その後はゆっくりと下がっている、もしく

は横ばいぐらいです。最近増えていますの

が、一般用のアルブミンや免疫グロブリン

などの血漿分画製剤です。凝固用製剤に関

しましては遺伝子組み換え製剤が増えたこ

とによって非常に減少してきているという

ことです。

　今現在、献血していただいている血液の量が223万Lということですが、それの半分以上の

56.5％が血漿分画製剤用に使用されているということで、献血していただいている献血量の半分

以上は血漿分画製剤用に使用されているということが言えます。

　コーン先生が1940年の前半に、コーン分

画法を開発され、原料血漿からアルコール

のパーセンテージやpH等により、必要な免

疫グロブリンやアルブミンなどの各血漿分

画製剤が分離できるようになりました。こ

の発見は非常に素晴らしく、こういう形で

一つ一つの血漿分画製剤が分離できること

によって、それをわれわれが使用できるよ

うになったということです。
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　今現在、原料血漿1L当たりアルブミン製

剤は2本、それから免疫グロブリン製剤は

1.8本できるようになりました。

　このように血漿分画製剤はいろいろあり

ます。フィブリノゲンから免疫グロブリン、

アルブミン、それから特殊免疫グロブリン

などありますけども、それについて話を進

めていきたいと思います。各製剤とも、患者

さんにはなくてはならない、非常に大切な

製剤であるということを最初に言いたいと

思います。

　こちらは令和4年度の国内自給を示した

ものです。平成19年と令和4年を比較したも

のですけれども、フィブリノゲン製剤、トロ

ンビン、それから免疫グロブリン、アルブミ

ンと、それぞれ国内自給率が違います。

　上からみていきます。まずはフィブリノ

ゲン製剤になります。


